
情報の特性を理解して、情報を安全に利用できるようになろう！

情報社会では、情報セキュリティ・モラルを意識して情報を取り扱う必要があります。
情報セキュリティを実現する３つの要素を理解し、情報の安全を確保するために必要な判断や
対応ができるようになりましょう。（教科書ｐ212参照）

中学校１年生
知識を身につける
カリキュラム

【機密性】
許可されている人のみが利用できるな
ど、ＩＤやパスワード、個人情報等の情報
漏えいを防止する仕組みがある。

【可用性】
必要なときに利用できるようにする。通
信障害により使用できない状況を防
ぐ。停電対策などをする。

安易なＩＤ・
パスワードの管理

なりすましの原因に

【完全性】
情報が正確で改ざんされないようにし
ている。誤った操作による変更は元に
戻せる仕組みがある。

IDとパスワードの取扱い
（事例で学ぶＮｅｔモラルＡ－4１）

誤ってデータを削除

データの破損

通信障害？
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